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ど
も

達
の

情
操

教
育

と
郷

土
芸

能
の

た
め

、
昭

和
33

年
に

故
・

田
中

良
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に
よ

っ
て

小
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踊
り

が
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作
さ

れ
ま

し
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迎
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踊
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踊
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。
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サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
長
で
あ
る
下

森
博
之
津
和
野
町
長
が
、「
高
津

川
の
美
し
い
景
観
は
、
私
た
ち
の

自
慢
で
あ
り
、
長
い
歴
史
に
お
い

て
、
自
然
と
の
共
生
と
い
う
も
の

を
大
切
に
し
て
き
た
流
域
住
民
の

営
み
の
象
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
私

た
ち
が
郷
土
愛
を
育
ん
で
い
く
う

え
で
重
要
な
財
産
に
も
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
流
域
の
人
口
減
少
は

慢
性
的
に
続
い
て
お
り
、
社
会
の

変
化
も
相
ま
っ
て
、
少
し
ず
つ
自

然
と
人
と
の
共
生
の
良
き
バ
ラ
ン

ス
と
い
う
も
の
が
崩
れ
始
め
て
い

る
。
そ
れ
ら
が
影
響
し
て
、
山
林

や
河
川
な
ど
で
の
自
然
環
境
の
荒

廃
が
進
み
つ
つ
あ
る
。」
と
高
津

川
へ
の
想
い
や
、
流
域
の
現
状
を

述
べ
た
う
え
で
、「
こ
の
サ
ミ
ッ

ト
が
日
本
が
健
全
な
る
発
展
を
し

て
い
く
た
め
に
も
、
源
流
域
及
び

そ
の
周
辺
の
里
を
守
っ
て
い
く
こ

と
の
意
義
と
重
要
性
を
再
確
認

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
よ
り

一
層
地
域
づ
く
り
に
励
む
た
め
の

取
り
組
み
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
全
国
源
流
の
郷
協
議
会

長
で
あ
る
舩
木
直
美
会
長
（
山
梨

県
小
菅
村
長
）
が
源
流
の
資
源
や

役
割
の
重
要
性
、
流
域
連
携
の
必

国
の
源
流
域
の
研
究
と
調
査
を

行
っ
て
い
る
多
摩
川
源
流
研
究
所

の
中
村
文
明
所
長
、
高
津
川
で
環

境
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ

О
法
人
ア
ン
ダ
ン
テ
21
の
渡
邉
勝

美
理
事
長
（
益
田
市
）、
高
津
川

の
水
生
生
物
調
査
を
行
っ
て
い
る

高
津
川
不
思
議
探
検
隊
の
吉
中
力

隊
長
（
吉
賀
町
）、
津
和
野
町
役

場
の
久
保
睦
夫
農
林
課
長
（
津
和

野
町
）
の
4
名
が
「
流
域
連
携
に

よ
る
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
上
流
か
ら
下
流
ま

で
の
流
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
未

来
に
向
け
た
流
域
資
源
の
活
用
、

環
境
保
全
な
ど
の
取
り
組
み
、
そ

の
組
織
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
、
約
４
０
０
名
の
参

加
者
が
高
津
川
の
魅
力
や
環
境
保

全
の
重
要
性
を
共
有
し
ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
の
最
後
に
は
、
下
森

実
行
委
員
長
か
ら
、
次
年
度
開
催

地
で
あ
る
奈
良
県
黒
滝
村
の
辻
村

源
四
郎
村
長
へ
源
流
サ
ミ
ッ
ト
の

大
会
旗
が
引
き
継
が
れ
、「
第
９

回
全
国
源
流
サ
ミ
ッ
ト
in
島
根
県

津
和
野
町
」
は
盛
況
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

10
月
20
日
、
津
和
野
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
第

９
回
全
国
源
流
サ
ミ
ッ
ト
in
島
根

県
津
和
野
町
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。全

国
源
流
サ
ミ
ッ
ト
は
、
源
流

の
魅
力
や
そ
の
役
割
を
再
認
識
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
重
要
性
を
広

く
普
及
す
る
た
め
、
全
国
の
源
流

及
び
そ
の
流
域
に
位
置 

す
る
「
全

国
源
流
の
郷
協
議
会
」（
事
務
局

は
山
梨
県
小
菅
村
）
の
会
員
自
治

体
（
26
市
町
村
・
10
月
現
在
）
が 

持
ち
回
り
で
開
催
す
る
も
の
で
、

今
回
で
９
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

す
。

サ
ミ
ッ
ト
の
様
子

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
テ
ー
マ
は

「
つ
な
が
っ
て
、
ま
も
ろ
う
。
未

来
に
向
け
た
、
川
の
あ
る
暮
ら

し
。」
と
し
て
、
将
来
に
わ
た
り
、

源
流
の
持
つ
資
源
や
機
能
を
活
か

し
、「
持
続
可
能
な
社
会
」
を
構

築
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
し

て
上
流
か
ら
下
流
ま
で
が
一
体
と

な
り
、
流
域
連
携
を
行
う
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
サ
ミ
ッ
ト
内

に
お
い
て
議
論
等
を
交
わ
し
、
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
の
開
会
行
事
で
は
、

要
性
を
述
べ
、
来
賓
祝
辞
で
は
、

国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
河

川
部
の
岩
崎
福
久
部
長
、
島
根
県

農
林
水
産
部
の
幸
夫
桑
本
次
長
が

流
域
で
の
河
川
や
森
林
保
全
の
取

り
組
み
に
対
し
て
の
感
謝
の
気
持

ち
な
ど
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

源
流
サ
ミ
ッ
ト
の
基
調
講
演
で

は
、「
高
津
川
の
魅
力
」と
題
し
て
、

現
在
、
映
画
「
高
津
川
」
を
制
作

中
で
あ
る
島
根
県
出
身
の
錦
織
良

成
監
督
が
、
映
画
の
制
作
秘
話
や

高
津
川
を
は
じ
め
と
す
る
美
し
い

自
然
へ
の
想
い
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
東
京
農
業
大
学
の

宮
林
茂
幸
教
授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

ト
の
も
と
、
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
全

全国源流の郷協議会に所属する自治体で行われる全国源流サミット。今年は津和野町で開催され、
高津川の魅力や流域での活動、森林保全の重要性など、約 400 名の参加者が理解を深めました。

（壇上左から、東京農業大学の宮林茂幸教授、多摩川源流研究所の中村文明所長、NPO 法人アンダ
ンテ 21 の渡邉勝美理事長、高津川不思議探検隊の吉中力隊長、津和野町農林課の久保睦夫課長）

①首長サミットの様子②オープニング
セレモニーを飾るつわの太鼓③実行委
員長としての下森町長挨拶④「高津川
の魅力」と題して基調講演を行う錦織
良成監督⑤会場に設置された高津川の
写真展⑥大会宣言を読み上げる木部小
学校児童⑦源流の集いで披露された石
見神楽⑧次回のサミット会場となる奈
良県黒滝村の辻村村長の挨拶⑨源流の
集いの締めでは下森町長も参加者と一
緒に大合唱

１ ２ ３

６

９８

５４

７
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町からのお知らせ
広報つわの 2018 年 11 月 28 日発行

11
月
３
日
、
津
和
野
町
表
彰

式
が
日
原
小
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
、
津
和
野
町
表
彰
条
例
に

基
づ
き
、
各
種
分
野
に
お
い
て

町
の
振
興
発
展
に
ご
貢
献
い
た

だ
い
た
２
名
の
方
と
４
団
体

へ
、
下
森
町
長
か
ら
感
謝
の
意

を
こ
め
て
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

大
内
宗
泰
さ
ん
（
畑
）
は
、

教
育
委
員
会
委
員
及
び
委
員
長
を

歴
任
さ
れ
、
子
ど
も
を
中
心
と
し

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に

尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
教
育
行

政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
武
文
さ
ん
（
青
原
）
は
、

地
区
公
民
館
長
及
び
自
治
会
長

と
し
て
、
社
会
教
育
の
振
興
と

地
域
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と

と
も
に
、
地
域
防
災
力
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

千
倉
沼
を
守
る
会
は
、
千
倉

沼
を
中
心
と
し
た
自
然
公
園
内

の
環
境
保
全
に
尽
力
さ
れ
、
絶

滅
に
瀕
し
て
い
る
希
少
動
植
物

の
保
護
に
よ
り
自
然
環
境
の
維

持
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

子
鷺
踊
り
保
存
会
は
、
子
ど

も
達
へ
本
町
で
守
り
継
が
れ
た

伝
統
芸
能
を
伝
え
、
豊
か
な
人

間
性
の
涵
養
と
郷
土
愛
の
醸
成

に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
伝

統
文
化
の
保
存
継
承
に
貢
献
さ

ま
し
た
。

Ｓ
Ｌ
応
援
団
は
、
鉄
道
沿
線

の
環
境
保
全
や
地
域
住
民
と
鉄

道
愛
好
者
と
の
交
流
を
推
進
さ

れ
、
津
和
野
町
の
観
光
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
尽
力
さ
れ
る
と
と

も
に
、
地
域
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

津
和
野
町
農
業
青
年
ク
ラ
ブ

は
、
町
内
保
育
園
児
の
農
業
体

験
の
実
施
に
取
り
組
ま
れ
、
食

と
農
業
の
大
切
さ
を
教
え
る

「
食
農
教
育
」
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
農
業

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

総務財政課☎ 74-0028

郷土館（西周顕彰事業担当）☎ 72-0300健康福祉課☎ 72-0651
「第１回西周賞」の受賞者が決定しました！ちょっと増やせる！付加保険料

平成 30 年度津和野町表彰式を開催しました

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る

方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金

の
第
一
号
被
保
険
者
の
方

に
限
ら
れ
ま
す
。

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
な

ど
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入

者
の
方
も
付
加
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免
除

を
含
め
、
保
険
料
を
免
除
さ

れ
て
い
る
方
は
付
加
保
険

料
を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

④
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の

方
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め

ら
れ
ま
せ
ん
。

付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申

し
込
ん
だ
月
分
か
ら
と
な
り
ま

す
。納
付
期
限
は
翌
月
末
日（
休

日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

で
す
。
納
付
期
限
を
経
過
し
た

場
合
で
も
、
期
限
か
ら
2
年
間

は
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

付
加
保
険
料
を
納
付
し
て
い

る
方
は
、
い
つ
で
も
任
意
の
と

き
に
申
し
出
て
、
そ
の
納
付
を

や
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

そ
の
場
合
で
も
掛
け
捨
て
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

◆
受
賞
者

藤ふ
じ
の野
真な

お
た
か挙
氏
（
韓
国
・
東
義

大
学
校
人
文
大
学
助
教
授
）

◆
受
賞
論
文

「
西
周
の
法
思
想
と
教
思
想

　

～
「
思
慮
」
あ
る
「
激
怒
」

が
蠢う
ご
めく
秩
序
～
」

な
お
、「
第
16
回　

西
周
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
席
上
で
、
授

賞
式
お
よ
び
受
賞
者
記
念
講
演

会
を
行
い
ま
す
。

将
来
の
西
周
研
究
を
担
う
若

手
研
究
者
の
発
表
を
ぜ
ひ
お
聞

き
く
だ
さ
い
。

◆
第
16
回
西
周
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◇
日
時

　

12
月
1
日
（
土
）　　

　

13
時
30
分
～
14
時
45
分

　
　

西
周
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

15
時
～
16
時
30
分

　
　

第
１
回
西
周
賞
授
賞
式
・

　

受
賞
記
念
講
演

◇
場
所

　

津
和
野
町
民
セ
ン
タ
ー

町
で
は
、
津
和
野
出
身
の
啓

蒙
思
想
家
西
周
の
業
績
を
顕
彰

す
る
た
め
、
島
根
県
立
大
学
の

後
援
を
得
て
、
平
成
30
年
か
ら

34
年
ま
で
「
西
周
賞
」
を
創
設

し
、
西
周
に
関
わ
る
研
究
論
文

を
広
く
公
募
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
目
の
今
年
度
は
全
国

各
地
か
ら
６
点
の
研
究
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

最
終
選
考
会
は
９
月
下
旬
に

東
京
都
文
京
区
内
に
お
い
て
行

わ
れ
、
７
名
の
選
考
委
員
（
委

員
長　

樺
山
紘
一
氏
／
東
京
大

学
名
誉
教
授
・
印
刷
博
物
館
館

長
）
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
第
１
回
受
賞
者
が
決
定
し

ま
し
た
。

付
加
保
険
料
と
付
加
年
金
の
額

付
加
年
金
の
額
は
、「
２
０
０

円
×
付
加
保
険
料
を
納
め
た

月
数
」の
式
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
5

年
間
（
60
ケ
月
）
納
め
た
と
き

の
付
加
保
険
料
納
付
額（
総
額
）

2
万
4
千
円
（
４
０
０
円
×

60
ケ
月
）
に
対
し
、
65
歳
か
ら

老
齢
基
礎
年
金
と
い
っ
し
ょ
に

支
給
さ
れ
る
付
加
年
金
の
額
は

年
額
1
万
2
千
円
（
２
０
０
円

×
60
ケ
月
）
と
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
65
歳
か
ら
国
民
年

金
を
受
け
取
り
始
め
て
2
年

で
、
付
加
保
険
料
の
合
計
額
に

見
合
う
付
加
年
金
額
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年

金
と
あ
わ
せ
て
受
給
で
き
る
終

身
年
金
で
す
。
た
だ
し
、
物
価

の
上
下
に
対
応
し
た
「
物
価
ス

ラ
イ
ド
制
度
」（
増
額
・
減
額
）

は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
付
加
年
金
は
老
齢
基

礎
年
金
と
い
っ
し
ょ
に
支
給
さ

れ
る
た
め
、
繰
上
げ
支
給
ま
た

は
繰
下
げ
支
給
を
し
た
と
き
に

は
、
本
体
の
老
齢
基
礎
年
金
と

同
じ
割
合
で
減
額
ま
た
は
増
額

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

健康福祉課☎ 72-0673
平成 31 年度の新入園児を募集します

町
で
は
平
成
31
年
度
の
新
入

園
児
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
担
当
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
対
象
施
設

・
津
和
野
幼
花
園

・
町
立
保
育
園
（
畑
迫
・
日
原
・

青
原
）

・
小
規
模
保
育
事
業
所
（
木
部

さ
と
や
ま
保
育
園
・
直
地
保

育
園
・
山
の
こ
ど
も
園
う
し

の
し
っ
ぽ
）
等

提
出
す
る
書
類

次
の
書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。
書
類
は
健
康
福
祉
課
お
よ

び
本
庁
舎
総
合
窓
口
に
あ
り
ま

す
。

①
支
給
認
定
申
請
書
・
保
育
園

等
入
園
申
込
書

②
就
労
（
内
定
）
証
明
書
も
し

く
は
保
育
の
利
用
に
関
す

る
証
明
書
（
就
労
以
外
）

※
保
護
者
等
の
状
況
に
よ
り
、

勤
務
先
の
事
業
主
も
し
く

は
民
生
委
員
等
に
よ
る
証

明
と
な
り
ま
す
。

※
必
要
に
応
じ
て
添
付
書
類
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
締
切

平
成
31
年
1
月
31
日
（
木
）

な
お
、
定
員
を
超
え
た
場
合

等
は
、
保
育
の
必
要
性
の
程
度

を
考
慮
し
て
利
用
調
整
を
し
ま

す
。

入
園
基
準

　

保
護
者
等
が
次
の
い
ず
れ
か

の
理
由
に
該
当
す
る
場
合

・
就
労

・
妊
娠
・
出
産

・
疾
病
・
障
が
い

・
介
護
・
看
護

・
災
害
復
旧

・
求
職
活
動

・
就
学

・
育
児
休
業

・
社
会
的
養
護
が
必
要
な
場
合

・
そ
の
他
町
長
が
認
め
る
場
合

※
3
歳
以
上
児
で
入
園
基
準
に

該
当
し
な
い
が
、
入
園
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

西周肖像写真

表彰式の様子
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町からのお知らせ

環境生活課☎ 72-0309
2018 夏の省エネコンテストの結果報告！

厳
し
い
冬
の
冷
え
込
み
で
水

道
管
が
凍
っ
て
破
損
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

水
道
管
は
寒
さ
に
弱
く
、
気

温
が
氷
点
下
に
な
る
と
水
道
管

内
の
水
が
凍
り
、
水
が
出
な
く

な
っ
た
り
、
水
道
管
が
破
裂
し

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
凍
結
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所

や
設
備
（
蛇
口
や
水
道
管
）
に

は
保
温
材
（
布
・
毛
布
等
）
で

包
み
、
漏
れ
な
い
よ
う
に
上
か

ら
ビ
ニ
ー
ル
を
か
ぶ
せ
る
な

ど
、
各
家
庭
で
の
水
道
管
へ
の

凍
結
防
止
対
策
を
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
凍
結
を
原
因
と
し
た

漏
水
が
発
生
し
た
場
合
、
止
水

栓
を
閉
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
ご
家
庭
の

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
位
置
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

れ
る
場
合
は
、
平
成
30
年
５

月
、
９
月
送
付
分
と
平
成
31

年
１
月
送
付
予
定
分
を
あ

わ
せ
て
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
10
月
～
12
月
受

療
分
に
つ
い
て
は
施
術
所

が
発
行
す
る
領
収
書
が
必

要
で
す
。

１
位
に
輝
い
た
弘
田
憲
三
さ

ん
か
ら
は
、「
2
回
目
の
優
勝

で
自
分
で
も
驚
い
て
い
ま
す
。

冷
蔵
庫
を
最
新
の
省
エ
ネ
タ
イ

プ
に
買
い
替
え
た
こ
と
と
、
電

気
温
水
器
を
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給

湯
器
に
し
た
こ
と
が
使
用
量
が

大
幅
に
下
が
っ
た
要
因
で
す
。」

と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
催
：
津
和
野
町
環
境
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議

共
催
：
滝
元
枕
瀬
公
民
館

水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

ま
ず
は
破
裂
し
た
部
分
を
確

認
し
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

の
止
水
栓
を
閉
め
て
く
だ
さ

い
。
止
水
栓
を
閉
め
て
も
止
ま

ら
な
い
場
合
に
は
、
破
裂
し
た

部
分
に
布
や
テ
ー
プ
等
を
巻
き

応
急
処
置
し
た
後
、
下
記
の
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
修

理
（
有
料
）
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

給
水
装
置
は
、
お
客
様
個
人

の
所
有
物
で
あ
る
た
め
、
破
損

し
て
し
ま
う
と
所
有
者
が
修
理

費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水
道
管
の
寒
さ
対
策

・
屋
外
で
露
出
し
て
い
る
水
道

管
に
保
温
材
を
巻
い
て
く
だ

さ
い
。「
低
温
注
意
報
」
が

出
さ
れ
た
と
き
は
、
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

・
旅
行
な
ど
で
家
を
留
守
に
す

る
、
長
期
間
水
道
を
使
わ
な

い
と
き
は
水
抜
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に

あ
る
止
水
栓
を
閉
め
る
。

　

②
蛇
口
を
１
つ
開
け
て
水
を

抜
く
。

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
き
、

寒
い
場
所
に
あ
る
水
道
は
凍
結

へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い

と
き

・
自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
。

・
蛇
口
を
開
い
た
状
態
で
水
道

管
に
タ
オ
ル
や
布
を
か
ぶ

せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り

と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。

熱
湯
は
か
け
な
い
で
く
だ
さ

い
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道

管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
急
ぎ
で
な
い
場
合
は
、
自
然

に
溶
け
る
ま
で
待
ち
ま
し
ょ
う
。

島
根
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
今
年
度
か
ら
、
後

期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の

み
な
さ
ま
へ
医
療
費
通
知
を
送

付
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
の

手
続
き
に
、
医
療
費
通
知
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
送
付
対
象
者

被
保
険
者
全
員

◆
発
送
時
期
（
予
定
）

平
成
31
年
１
月
下
旬

◆
診
療
年
月

平
成
29
年
11
月
～
平
成
30
年

　

10
月

※
平
成
30
年
11
月
～
12
月
診
療

分
の
医
療
費
や
、
医
療
費
通

知
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
医

療
費
が
あ
る
場
合
は
、
ご
自

身
で
領
収
書
に
基
づ
い
て
別

途「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

を
作
成
し
て
申
告
書
に
添
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
療
養
費
（
柔
道
整
復
、
あ
ん

摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
き
ゅ

う
）
に
つ
い
て
、
療
養
費
通

知
を
確
定
申
告
に
使
用
さ

こ
の
夏
、
津
和
野
町
内
で
行

わ
れ
た
「
夏
の
省
エ
ネ
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
結
果
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

今
年
も
参
加
世
帯
の
皆
様
に

は
様
々
な
省
エ
ネ
（
節
電
）
へ

の
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
の
夏
は
猛
暑
が

続
き
、
各
地
で
暑
さ
対
策
に
追

わ
れ
る
中
、
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ

た
53
世
帯
の
中
で
、
電
気
使
用

量
の
削
減
を
達
成
さ
れ
た
世
帯

は
14
件
、
実
績
報
告
を
し
て
い

た
だ
い
た
全
世
帯
の
電
気
使
用

量
の
増
減
の
平
均
は
＋
5
・
１

Kw（
前
年
比
）と
な
り
ま
し
た
。

上
位
５
位
ま
で
の
節
電
率
の

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
位　

△
46
・
5
％

２
位　

△
29
・
2
％

３
位　

△
23
・
3
％

４
位　

△
13
・
3
％

５
位　

△
12
・
1
％

寒
い
冬
が
到
来
し
て
き
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
無
理
の
な
い

節
電
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

快
適
な
エ
コ
生
活
を
過
ご
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

健康福祉課☎ 72-0651
後期高齢者医療に係る医療費通知の送付について

環境生活課☎ 72-0309
水道管の凍結防止対策を行ってください

熱 湯

事業者 電話番号

イワタニ島根（株） ７２－００８１

（有）鹿足住設 ７２－１６２２

（有）ナガヨシ技建 ７２－１６１５

タムラ住宅設備工事店 ７２－１６４２

石西産業（株） ７２－０９１１

（有）宮﨑水道工業 ７４－０４６２

新光プロパン瓦斯 0856-22-0939

かけ間違いがないよう、電話番号はよく確認してか
らおかけください。

指定給水装置工事事業者

優勝した弘田憲三さん



9　広報つわの Public Relations Magazine Tsuwano Town　8

町からのお知らせ
広報つわの 2018 年 11 月 28 日発行

健康福祉課保健予防係☎ 72-0657建設課☎ 74-0081
JA からカーブミラー寄贈

つわの暮らし推進課☎ 74-0092
ロボットを作って動かしてみよう！

錯
誤
で
コ
ー
ス
ク
リ
ア
を
し
た

と
き
に
は
嬉
し
そ
う
な
声
が
参

加
者
か
ら
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。津

和
野
町
で
は
IT
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
企
業
誘
致
な
ど
の
産
業

振
興
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
若

年
層
を
対
象
と
し
た
教
室
の
ほ

か
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

10
月
6
日
、
自
分
で
組
み
立

て
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
で
動
か
す
ロ
ボ
ラ
ボ
教
室

が
日
原
小
学
校
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

と
そ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
Ｕユ

ー
オ
ス

Ｏ
Ｓ

グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ
て
全

国
の
小
中
学
生
な
ど
を
対
象

に
、
自
動
車
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
機
器
の
設
計
を
行
う

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
る
仕
事

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
今
回
で
２
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
す
。

こ
の
日
は
町
内
か
ら
お
よ
そ

38
名
が
参
加
し
、
パ
ー
ツ
ご
と

に
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
か
ら
ロ
ボ

ッ
ト
の
組
み
立
て
、
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で

ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
し
ま
す
。
そ

の
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
て
用
意
さ

れ
た
コ
ー
ス
の
ク
リ
ア
を
め
ざ

し
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
を
決
め

る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
修
正
す

る
作
業
を
繰
り
返
し
ま
す
。

実
際
に
自
分
で
作
成
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
思
い
通
り
に
動
か

な
い
難
し
さ
を
体
感
し
、
試
行

参加者みんなで集合写真 説明書を見ながらロボットを組み立てます

で
悩
ま
ず
、「
来
る
未
」
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
直
接
お
越
し

い
た
だ
く
か
、
電
話
や
訪
問
等

で
の
相
談
も
可
能
で
す
。
身
近

な
相
談
窓
口
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

【
開
設
場
所
】

役
場
津
和
野
庁
舎　

健
康
福

　

祉
課
内

【
開
設
時
間
】

平
日
8
時
30
分
～
17
時
15
分

（
土
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始

　

は
休
み
）

【
電
話
番
号
】

☎
72
・
０
６
５
７

津
和
野
町
は
、
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
10
月
に
「
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
〝
来

る
未
〟」
を
健
康
福
祉
課
内
に

設
置
し
ま
し
た
。

「
来
る
未
」は
、妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
期
ま
で
の
様
々
な
質
問

や
相
談
に
対
応
す
る
「
相
談
窓

口
」
で
、
保
健
師
や
助
産
師
が

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
切
れ

目
な
く
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き

ま
す
。「
初
め
て
の
妊
娠
で
不

安
」「
子
ど
も
が
泣
い
て
ば
か

り
で
心
配
」「
予
防
接
種
の
時

期
が
分
か
ら
な
い
」
等
、
一
人

９
月
25
日
、
島
根
県
農
業
協

同
組
合
西
い
わ
み
地
区
本
部
お

よ
び
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合

連
合
会
島
根
県
本
部
か
ら
津
和

野
町
へ
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
８
基
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
農
業
協
同
組
合
が
人

命
保
護
と
被
害
の
軽
減
に
役
立

つ
こ
と
を
願
い
、
地
域
へ
の
貢

献
と
し
て
寄
贈
し
た
も
の
で

す
。

津和野町子育て世代包括支援センター
“ 来る未～くるみ～ ” 開設

島根県農業協同組合西いわみ本部の中島重秋副本
部長（左）から寄贈を受ける下森町長

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
応
募
作
品
の
中
か
ら
数
作

点
ず
つ
掲
載
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
氏
名
は
承
諾
が
得
ら

れ
た
作
品
に
の
み
掲
載
し
て
い

ま
す
。

津
和
野
町
人
権
・
同
和
対
策

推
進
協
議
会
で
は
、
人
権
啓
発

活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
人

権
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

人
権
意
識
を
育
む
こ
と
を
目
的

と
し
た
こ
の
活
動
に
対
し
、
町

内
の
学
校
の
ご
協
力
を
得
て
、

税務住民課☎ 74-0059
人権の大切さ、忘れないで ･･･

同
じ
こ
と
　
い
じ
め
る
人
と
　
見
て
る
人

津
和
野
高
校
2
年　
　

永
土
口

由
佳
さ
ん

つ
く
り
笑
顔
の
奥
の
奥
　
気
づ
い
て
あ
げ
よ
う
　
心
の
叫
び

津
和
野
高
校
2
年　
　

村
田
愛
香
さ
ん

つ
ら
い
時
　
周
り
の
理
解
で
　
笑
顔
咲
く

津
和
野
高
校
2
年　
　

長
嶺
萌
さ
ん

悪
ふ
ざ
け
　
そ
ん
な
言
葉
じ
ゃ
　
許
さ
れ
な
い

匿
名
希
望

平
等
に
愛
し
て
ほ
し
い
　
こ
の
命

匿
名
希
望

優
し
さ
は
　
全
て
の
人
を
　
幸
福
に

匿
名
希
望

「
助
け
た
い
」　
言
っ
て
る
だ
け
じ
ゃ
　
き
れ
い
ご
と

匿
名
希
望

僕
と
君
　
相
手
を
想
え
ば
　
君
と
僕

匿
名
希
望

※
平
成
29
年
度
（
平
成
30
年
3
月
時
点
）
の
作
品
で
す
。

健康福祉課保健予防係☎ 72-0657
温かい朝食で免疫力アップ

『
豆
乳
と
か
ぼ
ち
ゃ
の
味
噌
汁
』

（
２
人
分
）

【
材
料
】　　

か
ぼ
ち
ゃ
（
い
ち
ょ
う
切
り
）

・
・
・
・
60
ｇ

玉
ね
ぎ
（
く
し
切
り
）

・
・
・
50
ｇ

小
松
菜（
２
cm
の
長
さ
に
切
る
）

・
・
・
40
ｇ

豆
乳
（
無
調
整
）

・
・
・
１
０
０
ml

み
そ
・
・
・
・
・
・
大
さ
じ
１

に
ぼ
し
・
・
・
・
・
・
・
6
ｇ

す
り
ご
ま
・
・
・
・
小
さ
じ
１

【
作
り
方
】

①
野
菜
を
切
る
。

②
に
ぼ
し
で
だ
し
を
と
る
。

（
2
人
分
で
２
０
０
ml
）

③
だ
し
に
玉
ね
ぎ
、
か
ぼ
ち
ゃ

を
入
れ
て
煮
る
。

④
玉
ね
ぎ
、
か
ぼ
ち
ゃ
が
煮
え

た
ら
小
松
菜
を
加
え
1
、
2

分
煮
る
。

⑤
味
噌
で
調
味
し
、
豆
乳
を
加

え
る
。

⑥
仕
上
げ
に
す
り
ご
ま
を
加
え

る
。

【
レ
シ
ピ
提
供
】

　

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
町

づ
く
り
会
議　

食
と
歯
の

部
会

日
増
し
に
寒
さ
が
厳
し
く
な

る
季
節
で
す
。
朝
食
を
し
っ
か

り
食
べ
体
を
温
め
る
こ
と
で
、

怪
我
や
感
染
症
の
予
防
を
し
ま

し
ょ
う
。
体
温
を
上
げ
、
体
を

目
覚
め
さ
せ
る
朝
食
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、
①
温
か
い
味
噌
汁

を
食
べ
る
こ
と
②
た
ん
ぱ
く
源

と
な
る
食
品
を
食
べ
る
こ
と

（
肉
や
魚
、
卵
、
大
豆
製
品
な

ど
）
が
あ
り
ま
す
。「
か
ぼ
ち

ゃ
と
豆
乳
の
味
噌
汁
」
は
ビ
タ

ミ
ン
豊
富
な
緑
黄
色
野
菜
と
植

物
性
の
た
ん
ぱ
く
源
で
あ
る
豆

乳
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ク
の
あ

る
味
噌
汁
で
す
。
豆
乳
を
加
え

た
あ
と
は
沸
騰
さ
せ
な
い
よ
う

に
す
る
と
ま
ろ
や
か
に
仕
上
が

り
ま
す
。
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町からのお知らせ

ー
に
漬
け
た
干
し
ブ
ド
ウ
や
リ

ン
ゴ
等
が
詰
ま
っ
た
ミ
ン
ス
パ

イ
や
レ
モ
ン
タ
ル
ト
を
食
べ
ま

す
。
パ
ブ
ロ
ヴ
ァ
と
い
う
フ
ル
ー

ツ
が
飾
ら
れ
た
ク
リ
ー
ム
の
メ

レ
ン
ゲ
ケ
ー
キ
も
有
名
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
ク
ラ
ッ
カ
ー
は

日
本
の
円
す
い
の
形
を
し
た
も

の
と
は
違
い
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
の
形

を
し
て
い
て
、
誰
か
と
一
緒
に

両
端
を
引
っ
張
り
ま

す
。
ポ
ン
っ
と
し
た

音
が
鳴
っ
て
中
か
ら

紙
ふ
ぶ
き
、
紙
の
王

冠
、
寒
い
ク
リ
ス
マ

ス
ジ
ョ
ー
ク
と
お
も

ち
ゃ
、
付
け
ひ
げ
な

ど
を
入
れ
る
な
ど
工

夫
さ
れ
て
い
て
と
て
も
面
白
い

で
す
。

本
来
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
行
事

の
意
味
と
違
っ
て
き
ま
す
が
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
7
月
が
冬
な

の
で
「C

hristm
as in

July

」

と
言
っ
て
7
月
に
ク
リ
ス
マ
ス

ら
し
い
行
事
、
た
と
え
ば
12
月
の

夏
に
出
来
な
か
っ
た
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ア
を
家
族
や
友
達
と
一

緒
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
月
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ク
リ
ス
マ
ス
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
母
国
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

す
が
、
津
和
野
に
来
る
ま
で
住
ん

で
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
南

半
球
に
位
置
す
る
の
で
日
本
と

違
い
12
月
は
夏
で
す
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
は
欧
州
の
イ
ギ
リ
ス

系
を
祖
先
に
持
つ
人
が
多
い
の

で
ク
リ
ス
マ
ス
の
風
習
が
異
な

り
、
過
ご
し
方
は
多
様

で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
夏
の
気
候
に
適
し

た
涼
し
く
す
ご
せ
る
風

習
に
変
わ
っ
て
い
る
物

も
あ
り
ま
す
。

夏
の
気
候
は
暖
か
い

の
で
、
公
園
や
浜
辺
な

ど
で
太
陽
を
浴
び
つ
つ
涼
め
る

場
所
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
う
こ

と
が
多
い
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
と

い
え
ば
定
番
と
も
い
え
る
オ
ー

ブ
ン
で
焼
い
た
七
面
鳥
を
作
る

人
も
い
ま
す
が
、公
園
や
浜
辺
で
、

冷
え
た
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
を
片

手
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
そ
の
横
に

は
冷
製
の
お
肉
や
海
老
、
サ
ラ
ダ

な
ど
を
出
し
て
楽
し
み
ま
す
。
デ

ザ
ー
ト
に
は
、
砂
糖
と
ブ
ラ
ン
デ

商工観光課☎ 72-0652

CIR（国際交流員）のアミリイが出身国の魅力や文化、
身の回りで感じたことを取り上げて紹介します。

四 山方 話アミリイの
よ やま ばなしも

森鷗外の花
はなごよみ

暦『ナンテン（南天）』

【
季
節
の
花
に
ち
な
ん
だ
鷗
外

作
品
】

そ
の
晩
は
雪
の
夜よ

で
あ
つ

た
。
寐
る
前ま

へ

に
手て

う
づ水
に
行
つ
た

時
に
は
綿
を
ち
ぎ
つ
た
や
う

な
、
大
き
い
雪
が
盛
ん
に
降
つ

て
手て

う
づ水
鉢ば

ち

の
向
う
の
南な

ん
て
ん天
と

竹な

ぎ柏
の
木
と
に
大だ

い

ぶ
積つ

も

つ
て
、

竹
柏
の
木
の
方は

う

は
飲
み
過
ぎ
た

お
客き

や
くの
や
う
に
、
よ
ろ
け
て
倒た

ふ

さ
れ
さ
う
に
な
つ
て
ゐ
た
。

―
『
心
中
』

◆
森
鷗
外
旧
宅・森
鷗
外
記
念
館

◇
開
館　

9
時
～
17
時

　

記
念
館
の
み
月
曜
休
館

◇
観
覧
料・入
館
料　

町
民
無
料

☎
72
・
３
２
１
０

鷗
外
の
作
品
や
日
記
に
は
数

多
く
の
草
花
が
登
場
す
る
こ
と

に
由
来
し
て
、
森
鷗
外
旧
宅
・

森
鷗
外
記
念
館
で
は
「
鷗
外
の

庭
」
と
題
し
て
草
花
を
植
栽
し

て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、「
鷗
外
の
庭
」

に
咲
く
四
季
折
々
の
花
を
紹
介

し
ま
す
。

メ
ギ
科
の
常
緑
低
木
。
6
月

頃
小
白
花
を
つ
け
、
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
多
数
の
球
状
の
液
果

が
赤
く
熟
し
て
美
し
い
。
漢
名

は
「
南な

ん
て
ん
し
ょ
く

天
燭
」。

※
開
花
時
期
は
天
候
等
に
よ
り

　

前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ナンテン

Tsuwano T-space　ニュースライン
東京で津和野を PR！津和野町東京事務所ではこんな活動をしています！

【お問合せ先】津和野町東京事務所（T-space）　☎ 03-5615-8358
　　　　 　　http://tsuwano-tokyo.net/

10/20-21
根津・千駄木下町まつり

10/20-21
鷗外マルクト

10/28
津和野高校同窓会東京支部

▲約 3 万人が訪れる祭りで出店しました。
今年は 1 日目に「つわの栗」の焼き栗実
演販売を行い、一時は行列ができるほど
にぎわいました。

▲文京区立森鷗外記念館で特産品販売を
行いました。昨年もこの時期に出店し
たので、再訪していただいたお客様もい
らっしゃり、「つわの食材」が定着しつ
つあります。

つわみん活動日記

つわみんへ出演依頼などができます。詳しくは担当課までお問合せください。【お問合せ先】商工観光課 ☎ 72-0652

10 月はみんな何をしたんかなぁ？この時期はかぼちゃが美
味しい時期だよね♪かぼちゃは煮物にしてもおいしいし、お
菓子にも使えるし、くりぬいてジャック・オ・ランタンに
もできるし楽しいことづくしじゃね♪
　そうそう、つわみん 10月に民俗芸能NOW！ in しまね
に行ってきたんじゃ！やっぱり鷺舞は優雅じゃね。違った
ところで見ると雰囲気も変わって良かったわ～♪

１０月２７日（土）　民俗芸能NOW！ inしまね

▲首都圏在住の津和野高校卒業生が約
30 名集まりました。参加者同士で思い
出を語り合い、近況を話しながらゆっく
り食事を楽しみました。最後は校歌を斉
唱して閉会しました。
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町からのお知らせ

ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！

TFDは、聞く・話すというコミュニケーション力
の向上だけでなく、地域の様々な大人の方と話を
することで、多様な考え方に触れたり、自分の夢
ややりたいことを応援してくれる人を見つける目
的で、昨年から実施しています。今回は、島根県
高等学校PTA連合会のみなさまにもご参加いただ
きました。

参加した高校生からは、
「地域にこんなにおもしろ
い大人がいたことに驚い
た！」「いろいろな人と話せてすごく楽しかった」
という感想がありました。また大人の方々からは
「本当に楽しい時間だった」「高校生と関われて嬉
しかったし、もっと関わりたいと思った」といった
感想が多く寄せられました。ご参加・ご協力いただ
いたみなさま、ありがとうございました。
ツコウの情報を『津和野高校ホーム
ページ』にて発信しております

ぜひご覧ください！
→http://tsuwano.ed.jp/

10月20日（土）第2回津和野高校オープンスク
ール開催しました！

津和野町内外から、そして島根県外から合わせ
て58名の中学生と、約30名の保護者の方・中学
校の先生方にご参加いただき、大盛況だったオー
プンスクール。生徒会が中心となり企画・運営し
た中学生との交流会や、部活動体験などを行いま
した。参加した中学生からは「ツコウ生が優しか
った」「すごく楽しかった！」といった感想が多
くありました。ご参加いただいたみなさん、あり
がとうございました。また津和野高校でお会いで
きるのを楽しみにしています！
１年生のトークフォークダンスを実施しました！

10月23日（火）に、「総合的な学習の時間～
ツコウT-Plan～」にて、高校生と大人が1対1で
様々なテーマについて話をする「トークフォーク
ダンス」（以下、TFD）を実施しました。この

10月31日（水）、HAN-KOH津和野教室でハロ
ウィンパーティーを開催しました。
★高校生によるパーティー準備★

今回のイベントでは前半・後半２つのプログラ
ムが行われました。後半の催し物はすべて高校生
がHAN-KOHの授業中に企
画し、会場のデコレーショ
ン準備や飾り付け、当日の
進行までを担当しました。
★当日の様子★（第１部）

18時に開始したプログラムでは、中等部の生徒
それぞれが自作した紙の型を使い、粉砂糖でホット
ケーキに絵を描くワークショップを行いました。フ
ェイスペイントのコーナーや映画上映もあり、最後
にはベスト仮装賞の授賞式を行いました。
★当日の様子★（第２部）

20時に始まったプログラムは「利き源氏巻ゲ

ーム」でスタート。町内の複数店舗で購入した源
氏巻を食べ比べ、どの店のものか当てるという難
易度の高いゲームにもかかわらず、なんと２名が
全問正解！もう１つの目玉企画は前日の夜用意し
た「バケツプリン」のお披露目。5.5Lの牛乳で
作ったプリンを皿にひっくり返し、会場は大いに
盛り上がりました。

ハロウィンの伝統に
ならい、美味しいお菓
子を食べながら楽しい
ひとときを過ごすこと
ができました。
町営英語塾HAN-KOHに関する情報はwebでご
覧ください！

→ホームページ
http://hankoh-tsuwano.com/
→Facebookページ
https://www.facebook.com/
HANKOH2014/

H
ハ ン コ ー

AN-KOH だ よ り


